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2023年 11 月 20 日 

報道関係者各位 

慶應義塾大学 SFC 研究所 

 

慶應義塾大学 田中浩也研究室と三浦工業が 

3D 積層造形を用いた高性能熱交換器を共同開発 

 

1. 開発の背景 

三浦工業は自社製品に搭載する高性能な熱交換器の開発に向け、3Dモデルの設計、性能検証を実施

してきましたが、従来の熱交換器は板や管などの既成材料を用いた金属プレス加工※３や板金加工

※４、溶接などによって製造していたため、これらの工法による形状の制約を受けておりました。 

そこで今回、慶應義塾大学環境情報学部 田中浩也教授がソフトウェア及び適用ノウハウを保有する

3D積層造形を用いることにより、今までの形状における制約から脱却した複雑に入り組んだ構造を

再現可能となり、高性能かつコンパクトな熱交換器の開発につながりました。 

 

2. 開発の特長 

熱交換器の内部構造にはジャイロイド構造※5を用いており、より高い熱交換器性能と機械的強度が      

得られます。高性能な熱交換器を用いることで、熱エネルギーを有効活用でき、各業界における脱  

炭素社会の実現に向けて、大きな役割を果たすと期待されます。 

 

慶應義塾大学 SFC 研究所（住所：神奈川県藤沢市、所⻑：飯盛義徳、以下「SFC 研究所」）の

環境情報学部 田中浩也教授と三浦工業株式会社 （東京本社：東京都港区、代表取締役：宮内大

介、以下「三浦工業」）は、3D 積層造形※1 を用いた高性能な熱交換器※2 を開発（特許出願

中）しました。高性能な熱交換器を用いることで、熱エネルギーを有効活用でき、脱炭素社会の

実現に向けて、大きな役割を果たすと期待されます。 

１周期分のジャイロイド構造   ジャイロイド構造を用いた熱交換器のカットモデル 
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            熱交換器用のジャイロイド編集ソフトウェア 

 

【田中浩也 環境情報学部教授のコメント】 

ジャイロイド構造は、1970 年にアラン・シェーンによって発見された 3 方向に無限に連結した 3 次

元の周期極小曲面で、3Dプリンタのインフィル・パターン（内部構造）としても使われてきまし

た。 

今回はこの幾何学の特徴をベースに、さらに工夫を加えることで、従来にはない熱交換器を実現で

きました。循環型社会、脱炭素社会を目指していく中で「熱エネルギー」というテーマに深く携わ

ることができ、さらなる社会実装の可能性が開けてきました。今後、ジャイロイド構造をさらに水

処理や触媒、光や風を制御する建築ファサード等の他分野へ横展開する機会を探していきたいと考

えています。 

 

 

※1  3D 積層造形：アディティブ・マニュファクチャリングの 1つで、3D プリンタを用いて素材と

なる金属などの材料を積み重ねることで様々な形状を造形する加工法で、複雑な形状を作り出す

ことが可能です。 

※2 熱交換器：工場などから出る熱を利用し、温水や蒸気を発生させ給湯や加熱などに利用する機器

です。 

※3 金属プレス加工：金型の形に成形する加工方法で、金属の板などの被加工材を金型に当て専用の

プレス加工機で圧力をかけることで成形します。 

※4  板金加工：金属プレス加工が「特注の金型」を使用し、ほとんどの作業を機械が行うのに対し板

金加工は「汎用金型」を使用し人の手、もしくは人が機械を操作しながら加工を行います。 

※5  ジャイロイド構造：三重周期極小局面の一種で、三次元的に連続する面を持ち、空間を二分する

構造です。その特異な構造がもたらす優れた機能を期待できることから、近年様々な研究領域で

注目を集めています。 
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▼お問い合わせ先 

※本プレスリリースは、新聞各社社会部等に配信しております。 

 

【本件についてのお問合せ先】 

 慶應義塾大学 SFC 研究所 デジタル駆動超資源循環参加型社会共創コンソーシアム 

E-mail: dmec@sfc.keio.ac.jp 

 

三浦工業株式会社 ブランド企画室 

TEL:089-979-7019  FAX:089-979-7126 

Mail: info_miuraz@miuraz.co.jp 

 

 

【配信元】 

慶應義塾大学 湘南藤沢事務室 学術研究支援担当 

E-mail: kri-pr@sfc.keio.ac.jp 
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